
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
は

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
は
、Inform

ation 
a

n
d

 C
o

m
m

u
n

ica
tio

n 
Technology

の
略
で
「
情
報
通

信
技
術
」を
意
味
し
ま
す
。

島
田
Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
に
よ
る
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、平
成
29
年
度
に
設
立

さ
れ
た
の
が
「
島
田
Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」で
す
。

　
島
田
Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

は
、幅
広
い
分
野（
産
官
学
金
労
）の

専
門
機
関
と
民
間
事
業
者
で
構
成

さ
れ
る
組
織
。
将
来
の
島
田
市
を

担
う
人
材
の
育
成
や
産
業
の
活
性

化
、個
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
っ
た
働
き
方
の
確
立
な
ど
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、幅
広

い
年
代
を
対
象
と
し
た
「
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
体
験
講
座
」、市
内
企
業

向
け
の「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
相
談
・
支

援
」、働
き
た
い
人
と
仕
事
を
つ
な

ぐ
「
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
の
推

進
」な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

変える
島田ICTコンソーシアムでは、さまざまな分野でICT を活用し、課題解決に向けて
活動しています。ここでは、産業分野における市内事業者の活用事例を紹介します。

I C Tが

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
や
点
滴

チ
ュ
ー
ブ
、液
体
肥
料
な
ど

の
農
業
資
材
を
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
、離
れ
た
作
業

現
場
の
詳
し
い
状
況
把
握
と
現
場

へ
の
移
動
時
間
が
課
題
で
し
た
。

そ
こ
で
、遠
隔
支
援
用
に
ス
マ
ー

ト
グ
ラ
ス
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、頭
に
装
着
し
目
線
と
同
じ

位
置
で
、現
在
の
状
況
を
共
有
す

る
も
の
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
現
場

の
映
像
を
確
認
し
た
本
社
の
熟
練

者
は
、移
動
す
る
こ
と
な
く
、状
況

把
握
か
ら
指
示
ま
で
を
行
え
る
の

で
、以
前
よ
り
も
対
応
時
間
を
大

幅
に
削
減
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、こ
れ
ま
で
記
録
し
た
映

像
を
、全
社
員
が
閲
覧
で
き

る
よ
う
整
備
。
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共

有
し
や
す
く
な
り
、誰
も
が
類
似

ケ
ー
ス
に
対
応
で
き
ま
す
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
で
、農
家
の
皆
さ
ん
の

さ
ま
ざ
ま
な

ニ
ー
ズ
に
、

よ
り
効
率
的

に
対
応
で
き

る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 有限会社アグリ開発

宮
みやぞの

園義
よ し み

実さん（金谷栄町）

導入したスマー
トグラス。手前
のカメラで、映
像を記録する。

小学生向けのプログラミング教室

< 導入前>
◉離れた作業現場へは電話

で指示していたが、音声だ
けでは、状況を詳しく把握
することが難しかった。

◉県外営業所での社員教育
や難しい案件に対応するた
め、熟練社員は毎月 1 回、
出張する必要があった。

< 導入後>
◉映像での状況把握により、

現場対応時間を 1 件につ
き約 4 割削減できた。

◉県外出張の回数が、半分
ほどになった。

「現場の映像をリアル
タイムに本社と共有」

産業 IC T

未来
ア イ・ シ ー・ テ ィ ー

問戦略推進課 ☎️36-7127

作業現場を遠隔支援
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）

ICT
コンソーシアム

地元企業への就職
地元への定住・U ターン

潜在的な働き手
スキルの活用

社会・まちづくりへの
参加、暮らしやすさ

「しまだで働く」
しごと

2

「しまだで学ぶ」
ひと

1
「しまだで暮らす」

働き方

3

ミライ
Mirai

コンソーシアムの詳細は、
QR コードから公式ホーム
ページをご覧ください
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